
エコアクション21

環境経営活動レポート　２０２２

活動期間：２０２２年６月１日～２０２３年５月３１日

発行日：　２０２３年　7月　１８日

　　　株式会社　日本電工  
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会社名 株式会社日本電工

代表者 代表取締役 岡 田　司 朗

取締役支店長　 今 池　裕 司

事業所 本社

名古屋支店

環境管理責任者 取締役総務部長　　

本社

TEL：097-527-6360　FAX：097-521-7328

名古屋支店

TEL：0561-53-9539　FAX：0561-53-9560

事業内容 本社　

名古屋支店　

業者登録 建設業許可、登録電気工事業者

事業規模 資本金 20,000千円

(2023年5月現在) 従業員数　71名(本社15名・名古屋支店56名)　　

全社延べ床面積　1,890㎡　(本社471㎡・名古屋支店1,419㎡)

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
1238 1127 1238 1213

１．会社概要

担当者及び連絡先

総務部長   

総務部　担当者

建設業（電気工事業）

製造業（分電盤製造業）

大分県大分市大字三佐字八幡島２０３４番地

愛知県尾張旭市狩宿町４－８３
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売上高の推移 単位：100万



２．対象範囲

認証登録範囲は全組織、全事業とする。

３．実施体制

（１）組織体制表

責任者会議

エコアクション21
推進委員会

代表取締役　　
　　岡田司朗　
　取締役支店

長

MM会議

工務連絡会議

安全衛生会議

経営会議

事務局　        
（本支店総務）

環境管理責任者　
取締役総務部長

製造設計課

安全衛生協議会

総　務　課

生産管理課

原価管理課

件名設計課

製 造 １ 課

製 造 ２ 課

製 造 ３ 課

名
古
屋
支
店

工　事　部

営　業　部

本
　
　
　
社

総　務　部

工務管理部
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（２）役割・責任・権限

　・環境経営に関する統括責任者

代表取締役 　・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備する

取締役支店長 　・環境管理責任者の任命

　・環境方針を定める

　・環境目標及び環境活動計画、実施体制を承認する

　・代表者による全体の評価と見直しを実施する

　・環境活動レポートの承認

　・環境経営システムの構築、運用、管理に関する責任者

　・環境経営システムの運用、管理状況を代表者に報告する

環境管理責任者 　・エコアクション21推進委員会の責任者

　・環境関連法規等のとりまとめ表の承認、遵守状況チェック結果の承認

　・各部門の環境目標、環境活動計画、実施体制の確認と全体調整

　・環境上の緊急事態の想定及び対応策の承認

　・問題点の是正及び予防処置の承認

　・環境活動レポートの確認

　・環境管理責任者の補佐、エコアクション21推進委員会の事務局

事務局（本支店総務会議） 　・環境関連文書、記録の管理

　・環境活動に関する実績のとりまとめ

　・外部環境コミュニケーションに関する窓口

　・環境活動レポートの作成

エコアクション21 　　　　　 　・環境目標、環境活動計画の伝達

推進委員会 　・全社の意思統一、意見交換及び相互・全体評価の実施

　・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

　・効果的な環境活動に向けての提案・意見の交換

　・自部門における環境活動及び環境活動計画の企画・作成・実施

各部署長 　・自部門における環境活動の実施、目標達成状況を委員会に報告する

　・自部門に必要な手順書などの作成、管理

　・自部門の問題点の発見及び是正、予防処置を実施する

　・環境方針、環境目標などの理解と自らの役割を自覚する

　・自主的、積極的に環境活動に参加する

役割・責任・権限

全従業員

部　署
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４.環境経営方針

■基本理念

　　私たちは、電気工事業及び配電盤製造業を通した事業活動において、

　　地球温暖化への対応が重要課題であると認識し、環境負荷の低減と環境保全に対して

　　積極的に取り組み継続的改善を実行していきます。

■行動指針

１．具体的に次の事に取組みます。

　　①電力・化石燃料などの消費に伴う二酸化炭素排出量を削減します。

　　②使用原材料の省資源、廃棄物の3R（減量、再使用、再生利用）を推進します。　　

　　③水資源を大切にするため節水に努めます。

　　④原材料及び事務用品のグリーン購入に努めます。

　　⑤環境に配慮した電線を使用します。

　　⑥工事現場及び事業所周辺の清掃活動を推進します。

　　⑦事業所地域の廃品回収活動に参加します。

　　⑧人的資源の不足解消のために環境経営に関するCSR活動を通じて人員の確保に繋げます。

　　⑨生産効率の向上

　　こられについて環境目標、環境計画を定め、定期的に見直しを行い、

　　継続的な改善に努めます。　　

２．.環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３．この環境方針は、全社員に周知するとともに環境活動レポートとして社内外に公表します。

改訂日：２０２３年　　月　　日

制定日：２０１８年　２月　１日

株式会社　日本電工

代表取締役　岡田司朗
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５-1　環境経営目標（中長期目標）

各年度の対象期間は、6月～翌年5月

本社（電気工事業）

2018年度　
基準

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

38,173.85
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

kｇ-ＣＯ2 37,029 36,647 36,265 35,883

11,448
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

ｋＷｈ 11,105 10,990 10,876 10,761

9,126.0
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

ℓ 8,852 8,761 8,670 8,578

2,291.5
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

ℓ 2,223 2,200 2,177 2,154

2,440.9
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

ℓ 2,368 2,343 2,319 2,294

28.49
基準年度比

20%
基準年度比

25%
基準年度比

30%
基準年度比

30%

% 34.2 35.6 37.0 37.0

237.87
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

kg 231 228 226 224

96
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

㎥ 93 92 91 90

※1

人材確保・人材育成（教
育）

ー

1回

2品以上

1名以上

事業所周辺の清掃活動

環境に配慮した電線
を使用する

　1名以上 　1名以上

　参加1回

2回2回 2回

環境目標数値

　1回以上

2品以上

　参加1回 　参加1回

　1回以上

一般廃棄物排出量の削減　　
　（可燃ごみ・資源ごみ）

2品以上

環境に関するCSR活動
の回数（HPの更新回
数）

1回

社会貢献への参加　　　
（廃品回収活動参加）

　参加1回

2品

1現場以上

水使用量の削減

グリーン購入の推進

産業廃棄物リサイクル率
向上

軽油使用量の削減

0現場  １現場以上

二酸化炭素の排出量の算出には、九州電力の20２２年実排出係数0.3９9㎏-CO2/kWhを使用

参加1回

環境目標項目

二酸化炭素排出量の削減 

　1名以上

電気使用量の削減

2品以上

1現場以上

2回

ガソリン使用量の削減　　
（事務所）

　1回以上 　1回以上

ガソリン使用量の削減
（現場）

1現場以上
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５-2　環境経営目標（中長期目標）

各年度の対象期間は、6月～翌年5月

（２）　名古屋支店 （製造業）

2018年度　
基準

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

42,026
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

kｇ-ＣＯ2 40,765 40,345 39,925 39,504

79,983
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

ｋＷｈ 77,584 76,784 75,984 76,784

1,987.25
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

ℓ 1,928 1,908 1,888 1,868

1,170
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

ℓ 1,135 1,123 1,112 1,100

101.15
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

kg 98 97 96 95

96.875
基準年度比

0.2%
基準年度比

0.1%
基準年度比

0.1%
基準年度比

0.1%

％ 98.8 97.84 97.84 97.84

318.70
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

kg 309 306 303 300

377
基準年度比

▲3%
基準年度比

▲4%
基準年度比

▲5%
基準年度比

▲6%

㎥ 366 362 358 354

※1

※2 グリーン購入は、出来る限りエコマーク商品、再生利用用品の購入に努める。目標５品目

※３ 生産性の向上：請求工数に対する実働工数の比率

生産性向上
（請求工数に対する
実働工数の比率）

ー 100% 100% 100% 100%

目標項目

環境目標数値

二酸化炭素排出量の削減 

電気使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

液化石油ガス（LPG）   
使用量の削減

産業廃棄物リサイクル
率向上

一般廃棄物排出量の削減　　
　（可燃ごみ・資源ごみ）

水使用量の削減

二酸化炭素の排出量の算出には、中部電力の2022年実排出係数0.388㎏-CO2/kWhを使用

2回事業所周辺の清掃活動 2回 2回

5品目

2回 2回

グリーン購入の推進 ー
ｴｺﾏｰｸ・再生利用
品　　優先購入

5品目 5品目
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６.環境経営計画と実施状況

〇 毎月

〇 空調使用時

〇 毎日

〇 毎週水曜日

〇 空調使用時

〇 毎日

〇 随時

〇 毎月

〇 随時

〇 随時

× 随時

〇 随時

〇 随時

〇 随時

〇 随時

△ 随時

△ 期末時

△ 期末時

〇 施工検討会

〇 随時

ー 未開催

〇 代表者 随時

× 総務部長 随時

〇 総務部長 随時

産業廃棄物リサイクル向上2-2

　2.  資格取得

7 　1．事業所地域の廃品回収活動に参加する。

5

　１．洗いものはまとめてする。細目に節水

社会貢献への参加

8
環境に関するCSR活動の回数
（HPの更新回数）

3

　3．コピー用紙の裏側使用の推進する。

本
　
社

工事現場周辺の清掃活動

環境配慮した電線を使
用した工事の施工

　1．エコマーク、グリーンマーク商品の購入推進を行う。
グリーン購入の推進

6

2．空調の設定温度は夏26℃以上、冬22℃以下を基本とする。

一般物排出量削減

　1．工事現場周辺の清掃活動を行う。

　3．購入時のグリーン購入の検討を行う。

　2．リサイクル可能ゴミの確認とその周知を徹底する。

随時

具体的な行動（活動）

　1．ハロゲン元素や鉛を含まない被覆電線を優先して使用する。

　１．アイドリングストップする。

実施時期

1．BEMSを使い電力消費量の管理を行う。

　５、急発進、急ブレーキを行わない。（緊急時は除く）

　７、支店トラックウイング開閉を効率よく

1-2

責任者

ガソリン使用量の削減
　２．1ヶ月毎にタイヤ空気圧をチェックする。

実施状況

支
店

　1.  HPの更新回数

1-3

項　　目

電力使用量の削減

4

混合廃棄物を無くし、ﾘｻｲｸﾙ出来るﾙｰﾄを考える

目標項目

　３、ふんわりアクセル加速（5秒で20㎞）を行う。

水使用量の削減

3．照明は照度センサー制御及びスケジュール制御を行う。

　1.  地元学校との連携、ﾊﾛｰﾜｰｸ紹介、ﾏｯﾁﾝｸﾞｻｲﾄ登録
９ 人材確保・人材育成（教育）

〇

〇

　６、支店のトラックあいのり

軽油使用量の削減

2-1

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

1-1

※ ７ 社会貢献への参加・・・コロナ渦により廃品回収活動が取り止めとなったので実施なし
                                          次年度活動計画を自治体に確認をとり、積極的に参加する。

※　実施状況判定　　〇＝よく実施　　△＝不足　　×＝未実施

1．空調の設定温度は夏26℃以上、冬25℃以下を基本とする。

2．昼休み・残業時を含め不要な照明の消灯に努める。

随時

当該部署長

　４、車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転をする。

4．週一回「ノー残業デー」実施

　1．ゴミの分別を徹底する。
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７-1.環境経営目標の達成状況

目標値 実績値 目標達成率 達成状況

二酸化炭素排出量の削減 ㎏- CO2 36,647 24,043 152% 〇

電気使用量の削減 kWh 10,990 9,829 112% 〇

ガソリン使用量の削減（事務所） 8,761 7,746 113% 〇

ガソリン使用量の削減（現場） 2,200 45 4898% 〇

軽油使用量の削減 2,343 793 295% 〇

産業廃棄物リサイクル向上 ％ 35.60 46.60 131% 〇

一般廃棄物排出量の削減（可燃ごみ・資源ごみ） ｋｇ 228 98 232% 〇

水使用量の削減 ㎥ 92 77 119% 〇

グリーン購入の推進 ー 2品以上 7品 - 〇

環境に配慮した電線の使用（エコ電線） ー 1現場以上 1現場 100% 〇

事業所及び現場周辺の清掃活動 回 2回 1回 ー ×

社会貢献（廃品回収活動の参加） 回 参加1回 コロナの為未実施 ー ー

環境に関するCSR活動の回数（HPの更新回数） 回 1回以上 1回以上 ー 〇

人材確保 ー 1名以上 ０名 ー ×

人材育成（教育） ー ー 〇

エコドライブ推進は継続、タイヤ空気圧チェックを中心に行い、社有車14台中4台がハイブリッド、1台が電気自動車

資源を大切に、あらゆるロスを無くし、助け合い・協力し合う環境を考える会社を目指します。

使用量の減少がみられましたので引き続き最低温度（32度）に設定し使用します。

人材確保は厳しい状況ですが、２年連続２名のスキルアップに繋がる資格を取得しました。

清掃活動に於きましては、目標達成に至らず次年度への課題とし、地域活動とともに自治体と連携を深めます。

電気の使用量は、長期休暇時のブレーカOFFに加えて日々の業務時間外に不要となる空気清浄機などの機器類

常備使用してない機器類の待機電力のOFFに努めました。

所有となりガソリン使用量の削減効果をみます。

一般廃棄物削減は、お弁当容器を減らすこととし「おうち弁当」で容器、燃えるゴミの削減に努めました。

水使用量は洗濯時の給水「ちょちょろ作戦」を続け、夏場、温水器の温度を37度に設定し使用してみたところ

ガソリン・軽油は、現場の増減により左右されます。同じく産廃量も現場減少のため目標達成

対象期間：2022年6月1日～2023年5月31日

ℓ

項　　　目 単　位
2022年度

　本　社　　　評価基準：○＝100％以上　△＝８０％以上１００％未満　×＝８０％未満（是正処置の対象）

一種電気工事士・２級建設経理士
計2名合格
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7-2.　本社　３ヶ年の推移

電気

2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標 11219 11105 10990 目標 8943 8852 8761

実績 10577 10540 9829 実績 9105.7 7974.87 7746.2

ガソリン（現場） 軽油（現場）

目標 2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度

実績 2246 2223 2200 目標 2392 2368 2343

1791.8 1782.1 1782.1 実績 2154.1 1683.51 44.92

水 一般廃棄物

目標 2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度

実績（現場） 94 93 92 目標 233 231 228

88 86 77 実績（現場） 165.3 130.67 98

ガソリン（事務所）

- 9 -
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７-3.環境経営目標の達成状況

目標値 実績値 目標達成率 達成状況

二酸化炭素排出量の削減 ㎏- CO2 40,345 25,692 157% 〇

電気使用量の削減 kWh 76,784 45,666 168% 〇

ガソリン使用量の削減 1,908 2,158 88% △

軽油使用量の削減 1,123 1,085 103% 〇

液化石油ガス（LPG）使用量の削減 ｋｇ 97 56 174% 〇

産業廃棄物リサイクル向上 ％ 97.84 79.38 81% △

一般廃棄物排出量の削減（可燃ごみ・資源ごみ） ｋｇ 306 207 148% 〇

水使用量の削減 ㎥ 362 361 100% 〇

グリーン購入の推進 品目 ー
ｴｺﾏｰｸ・再生利用

品優先購入
ー ー

事業所周辺の清掃活動 回 2 1 ー ×

生産性向上（請求工数に対する実働工数の比率） ％ 100 105 105 〇

ℓ

『教育』を実施し、「前段取り製造支援」により、効率的なものづくりをする事が出来ました。

水道使用量の削減は、節水の呼びかけを継続し、洗濯機の水量を抑えるなど今後対策として加えます。

グリーン購入は、優先的に購入を継続し、次年度は目標値を掲げ多くの購入に努めます。

生産効率の目安を請求工数に対する実働工数の割合として100％を目標に取組んできました。具体的な目標

を「前段取り製造支援に取組む」とし、製造グループ以外の部署でも「前段取り」が行えるよう『研鑽』や

対象期間：2022年6月1日～2023年5月31日

事務所および工場内照明器具LEDに更新が電気使用量削減につながりました。個々のデスクにキャノピーを設置、個々の管理

により入切を徹底しました。しかし、動力の使用量に関しては、残業時間が大幅に増加した為、前年比較100をこえてます

が、電灯動力合わせると前年比クリアしています。

ガソリン・軽油使用量は、エコドライブを推進し継続。目標値をオーバーしたガソリン使用量は、繁忙期に本社人員

を配置したため通勤手段として車両を使用したためと考えれらます。

（２）　名古屋支店　評価基準：○＝100％以上　△＝８０％以上１００％未満　×＝８０％未満（是正処置の対象）

項　　　目 単　位
2022年度

- 10-



7-4.　名古屋支店　３ヶ年の推移

電気 ガソリン ガソリン

2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標 78383 77584 76784 目標 1948 1928 1908

実績 42240 50242 45666 実績 1740.95 1805.09 2158.1

ガソリン（事務所）

軽油 一般廃棄物

2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標 1147 1135 1123 目標 312 309 306

実績 1194.61 1000.52 1085.41 実績（現場） 205.9 193.2 207.1

水 ガス

2020年度 2021年度 2022年度 2020年度 2021年度 2022年度

目標 369 366 362 目標 99 98 97

実績（現場） 354 351.5 361 実績（現場） 66.65 51 55.63
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8-1.　本社　次年度（2023年度）の取組

環境目標 単位

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2

電気使用量の削減 kWh

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

安全衛生会議は、毎月第３木曜日

活動計画

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※　ｴｱｺﾝの温度設定は、夏：26度以上、冬：22度以下　ｴｱｺﾝ稼働しない月を5ヶ月設定

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

二酸化炭素排出量削減

電気使用量削減

ガソリン・軽油使用量削減

ℓ

各車両に備えている走行表を月毎にまとめ、燃費、タイヤ
空気圧実施状況を安全衛生会議にて報告し、実施を促しま
す。　　　　　　　　　車両点検においては、工事日報に
報告欄を設け、不良状況を確認、手配を行います。

ｴｱｺﾝ温度管理

月4回のノー残業デー

環境経営計画の次年度の取組（活動）

二酸化炭素排出に係る電気・ガソリン・軽油使用量を目標
数値及び前年比とも下回る事を目指します。

待機電力の削減・電気使用量の見える化を継続

エコドライブ推進

車両点検の徹底

目標数値

36,647

10,990

10,961

2,343

センサースイッチ以外は　　
　　こまめに入り切り

ﾊﾟｿｺﾝ等必要以外の待機電力　　
　　（ｺﾝｾﾝﾄを抜く）を無くす
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8-2.　名古屋支店　次年度（2023年度）の取組

環境目標 単位

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2

電気使用量の削減 kWh

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

活動計画

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

二酸化炭素排出量削減

目標数値

二酸化炭素排出に係る電気・ガソリン・軽油使用量を目標
数値及び前年比とも下回る事を目指します。

75,984
パソコン複合機など必要以外の機器類をコンセントから外
し待機電力を無くします。

1,112

1,888

ﾊﾟｿｺﾝ等必要以外の待機電力　　
　　（ｺﾝｾﾝﾄを抜く）を無くす

環境経営計画の次年度の取組（活動）

39,925

ガソリン・軽油使用量削減

エコドライブ推進

電気使用量削減

ｴｱｺﾝ温度管理

※　電気・ガソリン・軽油・水の使用量を前年比グラフ化し安全衛生会議にて進捗を周知します。

パナソニックスイッチギアシステムズ瀬戸工場への納入・
材料受取、書類のメール便受け渡しに於ける時間帯やルー
トが計5便あります。その中で、エコドライブの実施項目
を周知徹底し削減します。

※　ｴｱｺﾝの温度設定は、夏：27度以上、冬：26度以下　ｴｱｺﾝ稼働しない月を4ヶ月設定とし、梅雨時期は

　　不快指数75を超えた時点で稼働（梅雨時期）

キャノピー仕様を有効活用し
他こまめに入り切りを行う

ℓ

車両点検の徹底
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9.地域清掃活動

【地域清掃活動】

命山（地区の避難場所）のごみ拾いを行いました。

愛知県尾張旭市に位置する名古屋支店周辺の
草刈り・側溝の清掃をしました。
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10ー１　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　 並びに違反、訴訟等の有無

関連法規法令違反はありませんでした。また、指摘、訴訟もありませんでした。

本　社

1 産業廃棄物マニフェスト マニフェスト管理状況確認 2023/5/22 〇

2 廃棄物委託契約書 契約書の内容確認 2023/5/22 〇

3 保管場所表示、保管基準遵守 現場確認 工務管理部 2023/5/31 〇

4 管理票の交付状況定期報告 年間報告提出の確認 総務部 2023/5/17 〇

5 収集運搬車への表示およびマニュフェスト携帯 現場確認 工務管理部 都度 〇

6 水銀廃棄物の適切な 保管、廃棄 保管方法、マニフェスト伝票 工務管理部 実施なし －

1 建設工事の事前届出 届出書 － － －

2 工事廃棄物のリサイクル 現場確認 － － －

1 特定建設作業の届出 届出書 － － －

2 騒音防止策の実施 現場確認 － － －

1 特定建設作業の届出 届出書 － － －

2 振動防止策の実施 現場確認 － － －

1 業務用エアコン室外機の定期点検（3ヶ月毎） 点検表 2023/5/31 〇

2 業務用エアコンの適切な廃棄 領収書、引渡書など － －

6 自動車リサイクル法 1 自動車の適切な廃棄 領収書、引渡書など － － －

7
資源有効利用促進法
（PCリサイクル法）

1 パソコン及び周辺機器の適切な廃棄 領収書、引渡書など － － －

8 家電リサイクル法 1 家電リサイクル特定製品の適切な廃棄 領収書、引渡書など － － －

建設リサイクル法

3

実施日

騒音規制法

項目 関係法令 チェック項目 チェック方法
チェック
担当者

総務部

総務部

（注記）　評価「－」は該当なしを表す。

4 振動規制法

5 フロン排出抑制法

評価

1
廃棄物の処理及び清
掃に関する法律
（廃棄物処理法）

2
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10ー２　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　 並びに違反、訴訟等の有無

関連法規法令違反はありませんでした。また、指摘、訴訟もありませんでした。

名古屋支店

1 産業廃棄物マニフェスト マニフェスト管理状況確認 都度 〇

1 廃棄物処理法 2 廃棄物委託契約書 契約書の内容確認 2023/4/1 〇

3 管理票の交付状況定期報告 年間報告提出の確認 2023/5/12 〇

エアコン室外機3ヶ月ごとの

定期点検

3 自動車NOx・PM法 1 排出基準適合車両を使用 購入時の書類確認 都度 －

4 自動車リサイクル法 1 車両の適切な処理 処理時の書類確認 都度 －

資源有効利用促進法 パソコン及び周辺機器の

（PCリサイクル法） 適切な処理

家電リサイクル法 リサイクル特定製品の適切な

小型家電リサイクル法 処理

愛知県 廃棄物の適正な処理優良産廃処理業者へ処理委託HPで公表している処理施設

の促進に関する条例 処理方法等の間接的な確認

振動規制法 工場内の騒音

騒音規制法

県民の生活環境保全 騒音又は振動にかかる規制基準 運搬用トラックなど

に関する条例 の遵守義務 アイドリングストップ

－ －

7 1 総務 2023/5/31 〇

処理時の書類確認 －

2023/5/31 〇

5 1 処理時の書類確認 － － －

2 フロン排出抑制法

（注記）　評価「－」は該当なしを表す。

項目 関係法令 チェック項目 チェック方法
チェック
担当者

実施日 評価

－ －

9 1 総務 － －

－

総務

総務

8 1 －

1 点検表の確認 総務

6 1

- 16-



11.代表者による全体の評価と見直し・指示

kWh kg-CO2

kWh kg-CO2

kWh kg-CO2

kWh kg-CO2

kWh kg-CO2

kWh kg-CO2

ガソリン 9,949 軽油 1,878 ℓ kg-CO2

LPガス 56.00 kg kg-CO2

kg-CO2

⑤2022年度　電力以外CO2排出量

太陽光発電設備で本社及び名古屋支店のすべての電力量を賄っており、さらに年間で約34,000kWの余剰

電力生み出しています。全社で使用している車輛の燃料であるガソリンや軽油等のエネルギーと相殺すると

当社の直接の事業活動で排出する年間のCO2は実質約13.4トンとなります。

13,410⑥2022年度　実質CO2排出量

▲ 84,468

②2022年度　使用電力（自己消費含まず）本社

その他の指示

継続する。

▲ 43,855

③2022年度　全社自己消費電力（創エネ含む） 32,167 14,218

昨年に続き人材の確保の目標が未達成であるが、それ以外はすべて目標を達成した。

計画についてすべて実施していることを確認した。

特になし。

苦情については皆無であった。

大分市主催のシェイクアウト2022に参加し、BCP対策として非常電源取出しの訓練を実施した。

45,666 18,540

③環境経営計画 継続する。

①2022年度　総発電量（本社）

【再生可能エネルギーの導入効果と二酸化炭素排出量】

見直しの必要
性判断と代表

者の指示

①環境経営方針 継続する。

【見直し】

　       株式会社　日本電工　　　代表取締役　岡田 司朗

【2022年度（2022年6月1日～2023年5月31日）のCO2排出結果について】

2022年度は名古屋支店が対象範囲となり2年目の計測値を用いたCO2排出量のデータとなります。

本社、名古屋支店共に再生可能エネルギーである大陽光発電設備を社屋の屋上に設置しており、それぞれ

37kWと61kWの発電設備出力となっています。再生可能エネルギーの導入による当社全体の最終評価では

⑤2022年度　電力以外CO2排出量 168

7,858

④2022年度　使用電力（創エネ含む） ▲ 34,086

評価の内容項　目

1　環境関連法規等の遵守状況確認結果

5　外部からの苦情の有無及び対応結果

事業活動で消
費したエネル
ギーを再生可
能エネルギー

）太陽光発電
設備）がどの
程度補ってい
るのかを計算
した資料

特になし。

6　環境上の緊急事態の訓練結果及び対応結果

7　その他

②環境経営目標

27,927

2023年7月14日【全体評価】

16,404

特になし。

②2022年度　使用電力（自己消費含まず）支店

環境関連法規について順守していることを確認した。

▲ 14,685

継続する。

2　環境経営目標の達成状況

3　環境経営計画の実施状況

4　問題点の是正、予防の状況

①2022年度　総発電量（名古屋支店） ▲ 34,294

④環境経営システム

▲ 21,007
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